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は じめ に

郡 山市健康 振興 財 団健 康 セ ンター は、労働 安全衛 生法 に基 づ く労 働者 の定期 健

康 診 断 を、年 間約 8 ,  0 0 0 人 を対 象 に実施 して い る。 健康 診 断 の効 率化 と充 実

した保 健サ ー ビス を提 供 す るた め に、 当財 団 は、東 海大 学 医 学部 医学情 報 学教 室

の大 櫛 陽一教 授 の指 導 の も と 『事 業 所 健診 情報 シス テ ム』 を開発 し、健 診 結果 を

デ ー タベー ス化 し、蓄積 して ヽ さま ざまに活用 して い る。 ( 表 1 )
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当健康 セ ンター で は、健診 情 報 シス テ ム構 築 によ り健 診 結 果 の経 年 的 な時 系列

グ ラ フ表 示 や 2 年 分 の結 果 を比較 した レー ダー チ ャー ト表 示 が 可能 で あ った。

この度 、 生活 習慣 が健 診 の結果 に どの よ うに影 響 して い るのか を知 るた め B r

e s l o w の 7 つ の項 目の 中で何 が 問診 項 目 と して必 要 な の か の検 討 を行 い、 ラ

イ フス タイ ル の シス テ ム化 を行 った ( 表 2 ) 。  1 画 面 で 健診 デー タ とライ フス タ

イル を比較検 討す る ことが 出来 る こ とによって ( 表 3 ) 健 診 受 診 者 とと もに生活

習慣 を見 直 し、生 活 習慣 病 を予 防 し健康 的な 生活 を送 る こ とが で き るよ うに、 よ

り効 果 的 な保 健指 導 を行 う こ とを 目的 と して t ラ イ フス タイル 岡診 項 目の検 討 及

び入 力画面 の作成 を行 った 。

表 2

ライ フス タイル 入 力画 面
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法方

生活習慣病 の発症 の要 因 として 「遺伝
・外部環境 ・生活習慣」 の三大要因が あ

げ られ る。 B r e s i o w は 健康 の維持 ・増進 に好 ま しい 7 つ の健康習慣 として、

「1 . 喫煙 を しな い」 「2 ! 飲 酒 を適度 にす るか まった くしな い」 「3 . 定期的 に運

動 をす る」 「4 . 適 正体 重 を保 つ」 「5 , 7 ～ 8 時 間の睡眠 を とる」 「6 . 毎 日朝食

を摂 る」 「7 , 不 必要な問食 を しな い」 ことを報告 して いる。 これ らを基本 に し、

ライ フス タイル を、数量化 して、客観 的 に評価す るため、数量化す るための方式

な どにつ いて の検 討 、文献検 索 によ り項 目の選定 を行 った。

調  査  項

国 民衛 生 の動 向  国 勢 調 査用 分 類 引用

日本 人 の栄 養 所 要 量第 5 次 改 定 版 よ り

生活 活 動 強度 の区分

日本 人 の栄 養 所 要 量第 5 次 改 定 版 よ り

アル コー ル g 換 算 ( 週当た り)

1 日 当た りの喫煙 本 数 と喫煙 年 数

( 過去 にお いて の喫煙 も含 む )

とる ・と らな い

週 当た り何 回

週 当た り何 回

時  分

時 間  分

M E T s値 換 算

月 当た り何 回

月 当た り何 回

( 週当 た り)

M E T s 値 換 算 ( 週当た り)

週 当た り何 日

週 当た り何 時 問

月 当た り何 日

週 当た り何 回

考  察

1 5項 目の選定 を行 い 19 9 9年4月か ら問診票 を作成 し使用 を開始 した。カルテの

記入方法 は 自記式調査法でカルテ を事前 に配布 し、受診者が読み 自分で回答 を記

入す る。健診 当 日間診 による対面式 で記入 もれが無 いか確認 を行 つた。

今 まで業種 による分類 は して いたが個 人の職種 を分類 して いなか った。個 人 を

把握するため、職種 によるライ フス タイルの傾 向 をつかむため に職種 が必要 と考

えた。職種 か ら生活活動強度 を選定 し生活活動強度
・年齢 ・性別 ・身長 の情報か

ら 1日 の必要カ ロ リーがエネルギー所要量簡 易算 出式 にて 自動計算 され る。 アル

1.職        種

2 . 日常 生 活

活 動 強 度

3 . 飲酒 頻 度 と

アル コエ ル 摂 取 量

4.喫  煙  本  数  と

喫 煙 年 数

5 . 朝食 の 有 無

6 . 問食 の 頻 度

7 . 外食 の 頻 度

8 , 入眠 時 刻

9 . 睡眠 時 間

1 0 . スポ ー ツ に よ る

消 費 エ ネ ル ギ ー

1 1 . 通勤 に よ る

消 費 エ ネ ル ギ ー

1 2 . スト レ ス の 有 無

1 3 . 超過 勤 務 時 間

1 4 . 夜  勤  日  数

1 5 . 排便 頻 度



コー ル ・間食 ・外 食 等 で 、 どの程度 過剰 な カ ロ リ
ー摂 取 が あ るのか推 察 され る。

また食 習慣 の乱 れ は 、朝 食 の有 無 に反映す るので は と考 え、併 せ て アル コ
ー ル ・

間 食 ・外 食 を加 えた 。 アル コ
ー ル は 、種 類 と量 によ リアル コ

ール 濃 度 か ら純 アル

コー ル g 数 を 自動 計 算 で き る ことによ り、適 正 飲 酒 の指 導 と摂 取 エ ネル ギ
ー に加

算 し考 え る ことが 出来 る。運 動や 通勤 の手段 によ り消 費 エ ネル ギ
ー も 自動 計算 で

き る。 計算 の方 式 は M E T s に よ り運 動 強度 を設 定 し算 出す る。 M E T s の 導 入

は 、カ ロ リー 換 算 の計算 式 が簡 便 で あ りこれ か らの運 動 指導 に活 かせ る と考 え ら

れる。睡眠については、時間 ( 睡眠量) ば か りでな く入眠時刻の記入によ り睡眠

の質 も併せて把握できる。

年 間約 8 , 0 0 0 人の受 診 者 の ライ フス タイル を調査 す る事 で 傾 向が つか め 、 ライ フ

ス タイル と健診 デ ー タ を関連 比較 し、個 別 的 な現 状 に着 目 し個 々の ライ フス タイ

ル に合 った見 直 し と保 健 指 導 がで き る もの と考 え る。将来 的 には、現 在厚 生省 が

推進 して い る 「健康 日本 2 1 」 の項 目に比較 して不 足 して い る栄 養 面 の充 実 とス

トレス に関 す る表 現 な どを改 善す る必 要 が あ る と思 われ る。
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